
総合解析高分子 Mecanical Properties and Fractgraphy of Thermal Deteriorated CF/PP

サンプル：FRP（CF20%/PP80%）

平均衝撃値の保持率%
曲げ強度の保持率%

・200 h⇒400 h において曲げ強度が大幅に低下し、母材部分は延性破壊から脆性破壊に変化した
・700 h 以降では、衝撃試験後に抜けたCF表面に樹脂残りが少ないため、樹脂 /繊維界面が剥離しやすくなっていると推測される
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熱劣化試験における物性変化  -曲げ試験、アイゾット衝撃試験- Changes of Physical Properties

破面解析　-衝撃試験後の繊維および樹脂破面観察- Fractgraphy

材料の強化・軽量化などの目的で繊維複合材（FRP）の需要が増加している。FRP は金属などに比
べて劣化しやすい樹脂をマトリックスとするため、使用環境や時間における物性の変化を把握して
おくことは重要である。本資料では Air 下で熱劣化させた炭素繊維 / ポリプロピレン（CF/PP）に
ついて、機械物性とアイゾット衝撃試験後の破面の変化を解析した事例を示す。

－熱劣化試験（Air下）による影響－
炭素繊維複合ポリプロピレンの機械物性と破面解析
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200 h 以降に大幅に低下

熱劣化時間に対して変化なし
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